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次 第 

Ⅰ第 16 回理事会・第 14期通常総会（5号館 B1 小講堂）14：30～15：30（司会進行 総務） 

  

 開会（定数確認）  

  

１ 会長 挨拶  

  

２ 議事 議長：小林洋一会長 

  

   第 1 号議案 第 13 期 活動報告  

  

   第 2 号議案 第 13 期 収支報告  

         1）第 13 期 収支決算報告  

         2）第 13 期 監査報告  

  

   第 3 号議案 会員の承認  

  

   第４号議案 顧問候補者の選出  

  

   第５号議案 第 14 期活動計画  

  

   第６号議案 第 14 期収支予算計画  

  

３ 報告事項  

         1) 実行委員会の設置、委員長の任命  

         2) 理事の退任  

  

４ 全体質疑  

  

  閉会  

  

  

 
 



 

 
 

第 1 号議案 第 13 期活動報告 

 

Ⅰ．会務全体の活動報告 
1． 第 15 回理事会・第 13 期通常総会 
日時：平成 28 年 5 月 28 日（土） 13:30~15:00 
場所：東京都市大学 世田谷キャンパス 5 号館 B1 小講堂 
出席者：39 名 
議題：第 12 期活動報告、第 13 期活動計画等 
 
2． 第 39 回 CPD 研修特別講演会及び懇親会 
日時：平成 28 年 5 月 28 日（土）16:00～17:20 
場所：世田谷キャンパス 5 号館 B1 小講堂 
出席者：50 名（内来賓 11 名） 
演題：「東京都市大学アクションプラン 2030」  
   東京都市大学の現状と改善施策 
講演者：東京都市大学 副学長 湯本雅恵 氏 
懇親会は、引き続き 14 号館 1F カフェソラで開催 
 
3． 運営委員会の開催報告 
第 130 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 3 月 12 日（土）10:00～12:05 
(2)場 所  開催場所：渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）山田、佐伯、小林、爲光、丸山（記録）、中澤、藤井、関口、（欠席：増田、 
皆川、佐藤 ） 
(4)主な議事・内容 
1) 産学交流委員会の廃止提案及び会則・細則見直しを総会に上程する。なお、継続について具体的 
計画があるなら何らかの形で存続を検討する。 
2) 企画渉外委員会の業務分掌：「他の委員会に属さない事項」を抹消することを総会に上程する。 
3) 会員定義：今後は入会申込者を会員とする。会費：技術士補を無料とする。 
4) 第 13 期向けての抱負、運営委員の継続・退任について確認した。理事の継続・退任の意向を申し

出ていただくようメールにて連絡をとる。 
5) 技術士第一次試験受験奨励活動案、具体的活動について安部氏を中心に企画作成中である。 
6) 相談役・顧問との相談会の件は、次期新体制になってから開催する。 
7)総会後、懇親会の来賓招待者に寺田電機社長を追加する。 
8)各委員会報告 
【事務局報告】技術士第一次試験合格者への助成金を 4 名に支給した。 
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第 131 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 4 月 9 日（土）9:30～11:30 
(2)場 所  開催場所：渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）小林、爲光、中澤、藤井、佐藤、関口（記録）、小原、（欠席者：皆川、増田、

山田、佐伯、丸山） 
(4)主な議事・内容 
1)顧問へのアンケート結果から、“技術士制度への理解”を得るようガイダンス実施が必要と認識し

た。 
2)教育委員会の傘下に技術士試験支援実行委員会設置することとした。 
3)理事会・総会を同時開催する。 
4)会長より大学技術士連絡協議会の活動について見直すための意見交換を行うべく、中央大学技術士

会・千葉工大技術士会と交流会の日程等調整中との報告があった。 
5) 各委員会報告 
【総務】退会者１名（石井清様） 
【広報】5 月の技術士第一次試験受験ガイダンスを学内掲示板と都市大新聞へ掲載するよう進める。 
 
第 132 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 5 月 14 日（土）10:00～11:45 
(2)場 所  開催場所：渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）小林、爲光、丸山、藤井(記録)、関口、小原、（欠席者：皆川、佐伯、中澤、 
佐藤） 
(4)主な議事・内容 
1)収支報告に関して、本日会計監事の監査を受ける予定。 
2)会則上、卒業生以外の教職員で技術士資格者を会員にすることについて記載がない。理事会の承認

があれば可能ではあるが、このようなケースでは顧問をお願いすることにしたい。 
3)講演会・懇親会のテープ起こし・会報誌の体裁について論議があった。 
4)理事、理事会の在り方について論議があった。（常任理事会の設置等） 
5)5 月 20 日横浜キャンパスで技術士第一次試験受験ガイダンスを実施する。都市大新聞、世田谷キ

ャンパス掲示板で広報する。 
6)総会懇親会では新聞会を招待者とする。来賓ご挨拶は、学長、吉田技術士会会長、乾杯は原口副会

長、乾杯後に五島育英会、寺田電機、柏三水会にご挨拶をお願いする。締めは山田相談役 
 
第 133 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 6 月 18 日（土）10:00～11:45 
(2)場 所  開催場所：渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）小林、小原、林、安部、関口（記録）（欠席者：佐藤 ） 
(4)主な議事・内容 
1) 試験支援実行委員会の設置が承認され、会長から安部毅が委員長に指名された。 
2) 日本技術士会全国大会向けに大学技術士会連絡協議会の 1 校として協賛広告する。 
3) 7/16 中大・千葉工大技術士会との準備会を行う旨、会長から説明があった。 
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4)小林会長から校友会で技術士第一次試験助成金として 20 万円が予算化されるとの報告があった。 
5)各委員会報告 
【教育】技術者倫理寄付講座は 5 月に完了した。新東名見学会については、日程等の調整中。 
【企画渉外】・横浜祭展示報告と CPD 見学会の予定について報告があった。 
【試験支援】・8/1 15:00～17:30 に横浜キャンパスで技術士第一次模擬試験を実施する。 
6)柏門技術士会発足当時から 12 年間にわたり運営委員会へ出席され、常に適切なご意見を頂いてき

た山田相談役の慰労会を適切な機会に開催したいと、会長から提案があった。 
 
第 134 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 7 月 9 日（土）10:00～11:45 
(2)場 所  開催場所：渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤(記録)、小原、安部、尾崎、関口（欠席者：林 ） 
(4)主な議事・内容  

1)ダッカ事件で神奈川県技術士会田中宏さん他 4 名の技術士の方々がお亡くなりになったことの報

告が会長よりあった。 

2)各委員会報告 

【教育】新東名見学会 7/20 に決定、学生・引率含め 45名の参加予定。 

【企画渉外】7/8 企画渉外委員会を開催し、横浜際の反省を行った。今後は、技術士第一次試験のロー

ドマップ（１年から４年まで）を示し、就職に有利をキャッチフレーズとして PR する。 

・CPD 見学会 8/27 都市大原子力研究所見学会・講演会を実施予定。 

・CPD 見学会 女川原発・仙台空港を予定（9 月～11月）。 

【試験支援】5/20 実施の技術士第一次試験受験ガイダンスの実施状況報告があった。8/1 模擬試験を

予定。 

 

第 135 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 9 月 10 日（土）13:00～15:00 
(2)場 所  東京都市大学 4 号館 2 階 建築都市学群多用室 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原(記録)、林、関口（欠席者：安部） 
(4)主な議事・内容 
1) 環境学部からの特別講義「技術士補」について検討依頼があり、9 月中に授業内容案・講師案を 
提案する。 
2) 医用工学科、電気工学科から「技術者倫理講座」の講師依頼があった。柏門技術士会会員及び日

本技術士会会員へ打診することした。 
3) 発刊当初から会長が「巻頭言」を執筆し、その後に外部識者の特別寄稿を掲載してきたが、本来

は外部識者が巻頭にあるべきと会長から提起があった。引き続き「月刊 PE」「学会誌」等を参考に

継続検討する。 
4) 前期運営委員のから副学長ご講演は都市大の内部事情に関する内容であるので CPD には当たら

ないという意見があったが、会長から「文科省の高等教育方針の変遷」「大学経営の在り方」という

視点で、技術士 CPD になり得ると指摘があった。日本技術士会編の「CPD の課題区分と項目表」

を基に A5、A11 に該当する。 
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5)修習技術者の入会増を踏まえて「技術士受験相談コーナー」の掲載内容を見直す必要があるとの提

案があった。至近年に試験制度が変更されるため、その情報も掲載していく。 
6) 大学技術士会連絡協議会の総会準備会を中央・早稲田・都市大等が主体で行う。 
7) 各委員会報告 
【企画渉外】 都市大原子力研究所：羽倉助教から見学会のお礼のメールと「げんけんマンスリーレポ

ート」が紹介された。 
【試験支援】・技術士ガイダンス 50 名、模擬試験 23 人参加報告があった。 
・日本技術士会神奈川県支部「技術士への道」横浜キャンパス開催の企画紹介があった。 
・電友会開催の「電験 3 種奮闘講座」に講師として参加出来る会員をメルマガで募集する。 
 

第 136 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 10 月 8 日（土）15:00～16:45 
(2)場 所  自由が丘 武蔵工業会館  
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原、尾崎、関口、林（記録）（欠席者：安部） 
(4)主な議事・内容  
(1) 女川原子力 PR センター見学会実施計画の説明があった。 
(2) 10/15 開催予定の柏三水会 創立 45 周年記念式典に会長が出席する。 
(3) 柏門技術士会の応援者・理解者増のため、会報誌を校友会 19 部、大学職員課長以上に 50 部、日

本技術士会常務理事、五島育英会 10 部、東京都市大顧問先生、柏三水会、校友会常任幹事、武蔵工

業会館、東京都市大新聞会、緑土会、如学会にも配布する。 
(5)各委員会報告 
【企画渉外】10/29,30 都市大世田谷キャンパスでの世田谷祭へのブース開設の報告があった。 
・過年度の技術士第一次合格者との絆を持つために世田谷祭への参加協力要請をする。 
・世田谷祭にて、合格体験談、第一次試験の問題をコピーして学生に配る 
【試験支援】・環境学部特別講義「技術士補」の講師について確認した。 
 
第 137 回運営委員会 
(1)日 時  平成 28 年 11 月 12 日（土）10:45～12:45 
(2)場 所  東京都市大学 4 号館 2 階 建築都市学群多用室 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原、林、関口、皆川、安部(記録) 
(4)主な議事・内容 
1)11/3、4 日の女川原発・女川漁港の見学会実施報告があった。女川市の復興はまだ道半ば。高台 
移転された方々の日々の生活のご苦労如何ばかりかと感想が述べられた。 
2)柏三水会、会長の山田眞久氏（神奈川大：工博）、副会長の高橋要泰氏（弁理士）の入会を承認し 
た。正式な入会は来年の総会となる。 
3)技術士第一次試験合格者お祝いの会を武蔵工業会館にて会費制で行う。 
4)4/26（水）16:00 から顧問の先生方との交流会を実施する。 
5)次年度の第一次試験ガイダンスは、多数の学生が受験する TOEIC 講演と合わせて行うことが効果

的との提案があった。日程は、5/17（水）、5/24（水）の両日を候補日とする。 
6)4 月の人事異動後、上倉局長他大学事務局へ柏門技術士会活動報告会を実施する。 
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7) 総会後の CPD は、講演会に代えて技術者倫理をテーマにパネルディスカッション方式のシンポ

ジウムを開催する。 
8) 11/26（土）横浜キャンパスで開催「技術士への道」(神奈川県技術士会主催)に学生から 20 名の申

込みがあった。 
9) 平成 29 年 1/24（火）神奈川県技術士会主催の三木学長 特別講演への参加を呼びかける。 
10) 各委員会報告 
【広報】都市大新聞には年２回、柏門技術士会の広告を行っていく予定。 
【教育】都市工学科の技術者倫理講座について、来年度のスケジュールが確定した（4/11～5/30 の

計７回）。 
【企画渉外】世田谷祭では、学生の反応が良かった。特に環境部門、情報部門の第一次試験の過去問

題のコピーが全部無くなった。親の関心が高かったのも特徴的。 
【事務局】柏門技術士会の活動に多大な協力を頂いてきた佐藤技士のお礼の会を企画する。 
 
第 138 運営委員会 
(1) 日時 平成 28 年 12 月 10 日（土）10:00～11:45 
(2) 開催場所：渋谷 勤労福祉会館 第二和室 
(3) 出席者（敬称略）小林、佐藤、小原、安部、関口(記録)、（欠席者：林） 
(4)主な議事・内容 
1）柏門技術士会への入会について、山田眞久氏と高橋要泰氏へ打診の連絡をした。 
2)合格者祝賀会を企画渉外委員会の尾崎委員が計画する。 
3)TOEIC の講演について八島晶氏から講師の受諾をいただいた旨報告があった。 
4)佐藤副会長より、大学技術士会連絡協議会 総会時に説明する「技術士制度の普及に関する実施事

例」PPT の資料に基づき説明があった。 
(5) 各委員会報告他 
1) 事務局報告：会費納入者は現在 70 名程度である。 
2) 1/24 神奈川県支部で三木学長の講演がある。二次会を松田洋紀氏が準備しているので奮って参加

願う。 
 

第 139 運営委員会 
(1)日 時  平成 29 年 1 月 14 日（土）10:00～11:45 
(2)場 所  渋谷 勤労福祉会館 第三洋室 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤（記録）、小原、安部、尾崎、林、関口   （欠席者：なし） 
(4)主な議事・内容 
1) 技術士第一次試験合格祝いの会を行うことした。 

2) 校友会 川崎支部 第 3回講演会 嶋矢剛理事の講演「得する税金のお話」の案内があった。 
3) 本日 1/14 大学技術士会連絡協議会総会が開催される旨、報告があった。 

4) 各委員会報告 
【試験支援】環境学部の室田教授と 2 月に特別講義「技術士補コース」について打ち合わせを進める。 
・今年度の技術士第一次試験合格率は 49％、平均年齢 33 歳、昨年の 36 歳から若年化してきている。

受験者数、合格者数とも、昨年と比較し約 1.3 倍増加している。 
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【事務局報告】現在 73 名より会費の納入があった。収入が予定より不足している。 
・佐藤技士 感謝の会 開催の件 2/24 開催予定。 

・技術士を取得している川口教授と都市工学科今井准教授は柏門技術士会活動を深く理解されている

ため今後応援をいただくためにも次回総会出席を依頼する。 
・第１回東京都市大学マスコミ懇談会が平成 28 年 12 月 12 日（月）渋谷エクセルホテル東急で開催

され、会長が出席した。 
 
第 140 運営委員会 
(1)日 時  平成 29 年 2 月 24 日（金）17:00～18:30  
(2)場 所  自由が丘 武蔵工業会館 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原、林（記録）、安部、関口、尾崎、（欠席者：なし） 
(4)主な議事・内容   
1)校友会の来年度助成金対象人数として 30 人が承認された。 
2) 佐藤安雄技士定年後、本会会員待遇として、5 月総会での感謝状を贈呈する。 
3)柏門技術士会のパワーポイントのスクリーンを検討する。 
4) 3 年生の会長が引退すると後輩が 1 名だけになってしまい東京都市大新聞の継続が難しい。 
5) 1/14 大学技術士会連絡協議会総会報告に会長、副会長、小原、安倍の 4 人で参加した。 
6)技術士第一次試験合格者数、学科別では、環境 11 名、都市工 6 名、原子力 1 名、1 名はまだ未申

請で不明。青学 64 名、法政 69 名と伸びている。 
7) 2/18 日（土）に 嶋矢剛会員から「東京都市大学 夢キャンパス」で“税務”についての講演会が

あった。機会を得て柏門内でも“サラリーマンの経費”の話しをお願いしてみる。 
8) 各委員会報告 
【企画渉外】技術士第一次試験合格者のお祝の会開催準備・出席者状況説明。 
【試験支援】環境学部特別講義、授業レベルは優しく、ゆっくり、丁寧にとの要望有り。成績評価は

最後の確認テストで実施。 
【事務局報告】技術士第一次試験合格者申請状況、2 月末までで 19 名中 18 名の申請があり助成金を

振り込んだ。残りの 1 名については、3/31 日まで待って駄目な場合でも 4/1 日以降に申請してくれ

ば柏門で出すことにする。 
・6 月の横浜祭は 6 月 10、11 日に開催となった。 
・運営委員会終了後 18:30 より 「佐藤安雄技士 感謝の会」がにぎやかに開催された。 
 
第 141 運営委員会 
(1)日 時  平成 29 年 3 月 11 日（土）10:00～12:00 
(2)場 所  渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3)出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原(記録)、安部、関口   （欠席者：林） 
(4)主な議事・内容  
1)今回は、講演会ではなくパネルディスカッションを実施する。発表者 4 名程度×各 10 分話題提供。

意見交換 20 分。全体で 1 時間程度とする。 
2)柏三水会の山田眞久会長（工学博士）、高橋要泰副会長（弁理士）のお二人を特別会員に推挙する。 
3) 理事会・総会関連事項－来賓招待者、顧問全員、五島育英会の橋本常務理事、校友会の吉田勝会
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長、斉藤公彦氏、佐藤安雄氏、柏三水会の、山田眞久会長（工学博士）、高橋要泰副会長（弁理士）。 
4) 世田谷・横浜キャンパスにおける技術士第一次試験受験奨励ガイダンスを準備する。大学として

奨励し学生が興味を惹く TOEIC と合わせて実施する。 
6) 顧問先生との交流会では、①技術士の実社会における役割と重要性 ②大学技術士連絡協議会の取

組みの紹介 ③柏門技術士会の H28・H29 活動内容の説明 ④技術士試験支援活動について ⑤技術士

制度の学内普及活動 ⑥都市工学科における倫理講義の実施などを紹介する。 
7)大学事務局関係者へも柏門技術士会の活動報告会ならびに簡単な懇親会を開催する。 
8)各委員会報告 
【広報】会員から会員相互の交流の機会充実の希望があり、会員への CPD 企画のアンケート案を作

成し、アンケート・メルマガ発送前に企画・渉外委員会と摺合せを行う。 
【企画渉外】技術士第一次試験合格者祝賀会の残金の 35,000 円。次年度の同催事に充てる。 
 
第 142 運営委員会 
(1) 日 時  平成 29 年 4 月 8 日（土）10:00～11:55 
(2) 場 所  渋谷 勤労福祉会館（第三洋室） 
(3) 出席者 （敬称略）小林、佐藤、小原、安部(記録)、関口、北村、（欠席者：林） 
(4) 主な議事・内容 
1)今期の会費収入が現時点で 73 名と低迷している。 
2)総会懇親会や第一次試験合格者お祝い会等の経費は、会費収入からではなく、その都度参加者から 
の出費による個別会計で賄っていくこととする。 
3)教育委員会は来期から松浦氏が委員長となる。5 月の運営委員会開催後に林氏のご慰労昼食会を開

催する。 
4）各委員会報告 
【総務】退会者報告 1 名、山田邦興氏 
【企画渉外】3/3 に実施したお祝い会に参加した学生からアンケートの回答が寄せられた。第 43 回Ｃ

ＰＤ見学会 6/23（金）環境配慮型工場である日産自動車横浜工場と日産エンジンミュージアム見学

を企画している。 
【試験支援】第一次試験の在学生部門別（4 部門）、都市大は、環境部門で 11 名の合格、全国 3 位の 
好成績であった。機械部門の青学が突出（64 名と 2 位の 27 名と大差）しており、大学院推薦条件が 
大きな要因。第二次試験は、都市大 32 名、33 位の結果であった（昨年：39 名、25 位。一昨年：26 
名、45 位）。 
・第一次試験受験ガイダンスは、横浜キャンパスでは環境と建設部門を対象に 5/19（金）実施する。 
・世田谷キャンパスは 4/10 に小林会長と佐藤副会長が皆川先生と打合せを行う。世田谷 C では 
TOEIC 講演と合わせての開催により、より多くの学生が参加し易いよう企画している。 
 
4． 大学技術士会連絡協議会の活動の在り方の見直し 
大学技術士会連絡協議会の在り方を見なすべく、柏門技術士から中大技術士会、技術士稲門会、千

葉工大技術士会へ呼びかけて、7/16 から数回の準備会を経て、1/14(土)に 25 校 56 名参加のもとに総

会を開催し、「本会の目的」、「運営規則」、「幹事校数」「事務局校」を決定した。 
「本会の目的は、会員校相互の親睦交流と技術士増大に寄与する活動」とした。 
幹事校は、中大技術士会、柏門技術士会、理窓技術士会、工学院技術士会、技術士稲門会、蔵前技
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術士会、桜門技術士会、明大技術士会、近大技術士会の 10 校。事務局校は、技術士稲門会と中大技

術士会。 
柏門技術士会からは、小林会長、佐藤副会長、小原総務委員長、安部試験支援実行委員長の 4 名

が出席し、今後の窓口を安部委員長として届け出た。 
総会議事に引き続いて、8 校から活動事例を報告した。柏門技術士会は佐藤副会長から柏門技術士

会の活動内容を紹介した。 
【大学技術士会連絡協議会運営規則】は以下の通り。 

第 1 条 名称 

本会は、大学技術士会連絡協議会（略称、大技連）と称する。 

第 2 条 会員 

本会は、大技連に加盟を希望する大学・高専技術士会（以下、会員）から構成する。 

第 3 条 目的 

1. 本会は、会員相互の親睦と交流を図るための集まりとする。 

2. 本会は、会員がそれぞれの母校と連携を取りながら技術士の増大に寄与するために、相互に情報

を交換できる場とする。 

3. この規則は大技連の運営に関する基本事項について定める。 

第 4 条 組織運営 

1. 本会は年 1回総会を開催する。 

2. 本会に幹事会員による幹事会を設ける。幹事会は本会の運営が円滑となるように適宜開催する。

幹事は 10会員程度とし、毎年見直すこととする。 

3. 幹事会に事務局（2会員程度）をおく。 

4. 必要に応じて、事務局が幹事会を開催する。 

5. 幹事会報告を事務局が作成し、会員へ報告する。 

第 5 条 総会の招集 

総会は幹事会で議案の内容、開催日を検討し、事務局が開催を通知する。 

第 6 条 成立及び議決 

会員が総会に議決が必要な提案を行う場合には、事前に事務局に申請する。 

総会は会員の過半数の出席をもって成立し、出席会員の 3 分の 2をもって議決する。 

第 7 条 議事録の作成 

幹事会員が持ち回りで総会の議事録案を作成する。 

附則 

この規則は、平成 29 年 1月 14 日から施行する。 

 
5． 日本技術士会神奈川県支部との連携活動 

11/26 に本学の横浜キャンパスにおいて、日本技術士会 神奈川県支部主催の「技術士への道」と

題して、技術士制度の啓発講演が開催され 20 名の学生が参加した。日本技術士会としては初めて学

生を対象とした企画だった。 
1/24 神奈川県支部主催の賀詞交歓会特別講演として、三木千壽学長から「社会インフラの成人病」

と題して、道路橋などの老朽化の問題について講演をして頂いた。講演後の賀詞交歓会終了後、神奈

川県支部所属の柏門技術士会会員と懇親した。 
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6． 柏三水会創立 45 周年記念祝賀会へ参加 

10/15 に柏三水会創立 45 周年記念祝賀会が開催され、参加し祝辞を述べた。 
 

7． 東京都市大学マスコミ懇談会への参加 
12/12 東急エクセルホテルで東京都市大学主催のマスコミ懇談会が開催され、斎藤公彦客員教授の

お取り計らいにより、柏門技術士会として参加した。読売、毎日ならびに共同通信社の記者各位と懇

談し、技術士制度の啓発と本会について PR した。 
 
8． 山田秋夫相談役の慰労会 
10/7 柏門技術士会発足当時から 12 年間にわたり運営委員会へ出席され、常に適切なご意見を頂い

てきた山田相談役の慰労会を自由が丘の“柏クラブ”（旧武蔵工業会館）開催した。 
 

9． 佐藤安雄技士の感謝の会 
2/24 長年にわたり柏門技術士会の活動を支えて頂いてきた都市工学科の佐藤安雄技士の定年にあ

たり「佐藤安雄技士 感謝の会」を自由が丘の“柏クラブ”（旧武蔵工業会館）で開催した。 
 

Ⅱ．委員会の活動報告 
1． 会員名簿の管理・更新（総務委員会） 

1）会員数（平成 29 年 5 月現在） 
登録会員数 364 名、 
有効会員数 311 名（連絡可能な会員数） 内、技術士補・修習技術者 17 名 

 2）会員の動向（2016 年 5 月～2017 年 5 月） 
   退会 7 名、新規会員 3 名 
   メールマガジン会員 14 名増加 
   住所変更、メールアドレスの変更連絡 6 名 
  ※住所、メールアドレスの変更は、柏門技術士会ＨＰ“柏門技術士会入会申込書”を利用して、 

変更後の住所等を記入し、メッセージ欄に「住所変更」等と記載して、ご連絡下さい。 
※会員の皆様に是非メールマガジンを読んで頂きたいと思います。上記と同様の方法で、メー 
ルマガジン会員にご登録下さい。 

※メールマガジンへ登録された会員の方には、総会等のご案内もメールにてお送り致します。 
    

2． 顧問先生への委嘱手続き（総務委員会） 
 昨年の第 13 期総会終了後、9 月に顧問の委嘱手続きを行った。 
今期については、7 月中に委嘱状の発行が完了するように、委嘱手続きを進める予定。 
新しく顧問をお願いする先生 3 人。主任教授に昇格された先生 2 名 
（第 4 号議案の顧問一覧表を参照） 

 
3． 顧問先生・事務局への柏門技術士会活動 PR（総務委員会） 

 顧問の先生方と大学事務局の皆さんに、柏門技術士会の活動についてご説明し、ご理解を深め
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て頂くための説明会及び交流会を、下記の通り実施した。 
副学長 3 人を含む顧問の先生 14 人、大学事務局からは、事務局長を始めとして、部長クラス

9 名の併せて 23 名の参加を頂いた。説明終了後には、学生に向けた技術士制度のガイダンスや、

第一次試験合格者への補助金の給付制度などについて質問があった。また、第一次試験に合格し

た学生は就職に有利な面があるか、大いに議論が交わされた。 
説明会終了後、交流会を開催し、さらに忌憚のないご意見を頂くことが出来た。 
説明会の内容 
日時：平成 29 年 4 月 26 日(水) 
場所：世田谷キャンパス 1 号館 4F ラウンジオーク 
説明会の内容と説明担当者 

   ①技術士の実社会における役割と重要性：佐藤副会長 
②柏門技術士会の H28・H29 活動内容の説明：佐藤副会長 
③技術士制度の学内普及活動：尾崎 企画渉外委員 
④都市工学科における倫理講義の実施：林 教育委員長 
⑤技術士試験支援活動について：安部 技術士試験支援実行委員長 
⑥大学技術士連絡協議会の取組みの紹介：安部 技術士試験支援実行委員長 

 
4． 会報誌第 13 号の発刊（広報委員会） 

 平成28 年9 月に会報誌第13 号を発刊した。五島育英会理事各位（10 名）、顧問の先生方（40 名）、

大学事務局管理職（50 名）、校友会常任幹事他（20 名）へ配布し、柏門技術士会活動理解の推進を

図った。（ ）内は概ね数 

 

5． メールマガジンによる情報提供（広報委員会） 

 メールアドレスを登録して頂いている会員（約 120 名）を対象にメールマガジンを５回配信した。

メールマガジンでは柏門技術士会の総会、CPD 開催案内、活動予定、会員アンケートを配信した。 

 

6． 都市工学科への技術者倫理寄付講座の実施（教育委員会） 

平成 28 年 4 月 15 日～5月 31 日までの期間に以下の様に寄付講座を実施した。 

油井委員    4 月 15 日  「PCB 廃棄物処理事業推進と住民合意形成」 
松浦委員   4 月 19 日  「企業のコンプライアンスとブレントスパー」 
林委員   4 月 26 日  「高レベル放射性廃棄物の 地層処分について」 
小原委員   5 月 10 日  「契約約款と紛争調停」 
宮嵜委員   5 月 17 日  「国分川分水路トンネル事故」 
丸山委員（2 回）5 月 24 日・31 日 「独占禁止法違反事件から考える業界と技術者の在り方」 
 

7． 都市工学科への技術士制度と技術士についての講演（広報委員会） 
 公益社団法人 日本技術士会 大学広報WG から講師をお招きして、JABEE コースの都市工学科3 年

生対象授業“キャリア開発(２)技術士制度と技術士”についての講義を行った。合わせて、柏門技術

士会の活動、技術士第一次試験受験ガイダンスについてもPR 講演を行った。 
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8． CPD 講演会・見学会の開催（企画・渉外委員会） 
平成 28 年 8 月 27 日（土） 第 40 回 CPD 見学会として「東京都市大学原子力研究所施設を見学

し、合わせて講演も拝聴した。 
 今期の CPD 見学会は、「震災・事故経験を活かす」をテーマに据えた。その 1 回目として東京都

市大学原子力研究所を訪問した。原子力研究所の説明と施設見学、松浦准教授による講演「選択フッ

化および溶融塩電解法を用いた燃料デブリの処理」および意見交換会を行った。終了後の懇親会には

原子力研究所の先生も参加され活発な議論が行われた。会員参加者は 14 名であった。 
 
平成 28 年 11 月 3 日（木）-4（金）第 41 回 CPD 見学会として、東北電力㈱女川原子力 PR セン

ターと女川漁港を見学した。参加者は 5 名であった。 
 東日本大震災において、女川原子力発電所は原子力発電所の中でもつとも震源地に近く、幾つかの

施設の損傷はあったものの、原子炉本体は「止める」「冷やす」「閉じ込める」が行われ大事故に至る

ことは無かった。その神髄は、建設時から今まで常に津波の高さ等の想定に、その時々の最新知見を

反映してきたとこにあった。このように常に見直し対応策を実行する姿勢は、我々技術士の心構えと

して見習う必要性を痛感した。 
 震災後の女川町は、まだまだ爪痕が残り仮設住宅も多かったが、女川町振興課課長補佐の「産業を

復興させることにも力を入れ、働き場所を提供することは元気を取り戻す一助になった」との言葉は

印象的であった。 
 
9． 学園祭での PR ブースの開設（企画・渉外委員会） 
学園祭（横浜祭 2016 6/11-12、世田谷祭 2016 10/29-30）において、柏門技術士会 PR ブースを開

設し技術士制度の普及に努めた。大型パネル展示と資料配布により技術士制度の解説を行った。 
学部生の興味を引き出すことを目的として「第一次試験合格は就職活動に役立つ」を訴求ポイント

のひとつに据え、就職活動へのタイムスケジュールパネル（学園祭→第一次試験受験と合格→就職活

動）を整備してアピールしたところ好評で、準備した第一次試験過去問題が不足する部門もあった。 
特に、キャンパス見学に訪れた男性保護者からの反応が良かったのが印象的で、次回以降の参考にし

ていきたい。 
 
10．技術士第一次試験受験ガイダンス（技術士試験支援実行委員会） 
平成 28 年 5 月 20 日（金）、横浜キャンパスにて、技術士第一次試験受験ガイダンス（主催：環境

学部・横浜キャンパスキャリア委員会、共催（協力）：柏門技術士会）を初めて開催した。横浜キャ

ンパスキャリア委員長の室田教授の趣旨説明ののち、安部委員長のガイダンス、昨年度合格した在学

生の体験談、小林会長の激励メッセージ、質疑応答を行った。環境学部を中心に 50 名の参加があり、

そのうち 9 名は世田谷キャンパスからの参加であった。第一次試験合格者は就職活動に有利となる

か、などの質問が学生から寄せられた。今期は、横浜キャンパスに加え、世田谷キャンパスでの開催

を予定している（横浜キャンパス：5/22、世田谷キャンパス：5/24）。 
 

11．技術士第一次試験模擬試験実施（技術士試験支援実行委員会） 
平成 28 年 8 月 1 日（月）、横浜キャンパスにて、技術士第一次試験の模擬試験を開催した。基礎
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科目、適性科目、専門科目（環境部門、及び建設部門）の過去問題から抜粋し、実際の約半分の問題

量で実施した。受験者 23 名、うち 3 名が都市工学科からの受験であった。なお、5 月開催の受験ガ

イダンスとこの模擬試験とも、学内各キャンパスでの掲示のほか、柏門技術士会の HP、都市大新聞

での案内などの事前周知を行うことともに、先生方から学生への積極的な声かけなどのご協力をいた

だいた。 
今期は、横浜キャンパスに加え、世田谷キャンパスでの実施を予定している。 
 なお、本学の平成 28 年度技術士第一次試験の合格者（在学中）数は 20 名と、昨年の 6 名から大

きく躍進した。このうち受験料助成対象となる学部生は 19 名（学科別内訳：環境創生学科 10 名、

都市工学科 6 名、原子力安全工学科 1 名、環境マネジメント学科 1 名、未申請 1 名）で、助成金総

額は 19,800 円であった。技術士制度や柏門技術士会活動への理解のうえ助成金負担の協力をいただ

いた本学校友会に、改めて感謝する次第である。 
 
12．特別講義「技術士補コース」の開設・実施経過報告（技術士試験支援実行委員会） 
今期、横浜キャンパスにて、2 年生を対象に、特別講義「技術士補コース」を開講することとなっ

た。4 月から 7 月まで、全 14 回の授業を、柏門技術士会の会員を中心に 6 名の講師によるオムニバ

ス方式で実施する。既に 20 名を超える学生が熱心に受講しており、在学生の意欲の高さを実感する

とともに、特別講義を通して試験科目の理解力向上と、実際の試験（10 月）までのモチベーション

維持を図ることで、今年度の在学生合格者の一層の躍進を期待するところである。 
 
13 技術士第一次試験合格者お祝いの会の開催（企画・渉外委員会） 
 平成 29 年 3 月 3 日（金）、技術士第一次試験合格者お祝いの会を初めて開催した。給付制度発足

後の第一次試験合格者を対象に、合格のお祝いに加え第二次試験に向けての情報や就職活動に役立つ

情報の提供と、柏門技術士会への入会案内を行った。参加者は、合格者 9 名、来賓 3 名、柏門技術

士会会員 14 名であり、現役と OB が交じり合い和やかに懇親を深めることができた。 
 参加者アンケートの結果は開催内容について好評であり、中でも我々OB と話ができ繋がりができ

たことが挙げられた。時期については就職活動開始前の開催を求める意見が複数あった。また、第一

次試験受験予定者に対し合格が就職活動に役立つことを知らせる機会の必要性をうかがわせる意見

もあった。次回以降は、これらを参考に内容を見直していく予定である。 
 
Ⅲ.会計支出の基本的考え方 
本会は母校を想う卒業生技術士からの浄財たる会費収入によって成り立っている。したがって、役

員の皆さん個人へは支出補填しないこととしている。①一昨年まで運営委員会出席者へ交通費を支給

していたが、他委員会との公平感の観点から今期は返上した。②活動に当たっての事前調整打合せ等

に伴う交通費なども役員負担としている。③お祝いの会、感謝の会など開催費用は参加者からの会費

内で賄うこととしている。④日本技術士会、大学技術士会等への参加会費は参加者の個人負担として

いる。⑤大学祝賀会、柏三水会等の他団体祝賀会等のご祝儀は本会からの支出としている。⑥4/26
顧問先生・大学事務局との交流会後の懇親会費用は極力安価となるように工夫し、参加役員は飲料持

込持参とし、個人負担としている。 
以上 

12

joji-nec
タイプライターテキスト
第16回理事会・第14期総会



13

joji-nec
タイプライターテキスト
第16回理事会・第14期総会



2017/3/31

科目

内訳項目 　　内訳品名 予算内訳. 支出実績 実績-予算

事務用品費 35,000 22,917 △ 12,083

①会報誌・総会 封筒 5,000

発送用あて先ラベル、インク等 5,000

②事務局 封筒、事務用品他 10,000 561 △ 9,439

③技術士試験支援 受験参考書 15,000 16,308 1,308

印刷・通信費 125,000 91,883 △ 33,117

①第15回理事会・第13期総会 資料印刷費（50部） 20,000 17,232 △ 2,768

②第16回理事会・第14期総会 案内往復葉書（260枚） 27,000 29,120 2,120 往復葉書280枚購入

③柏門案内 パンフレット（1000部）作成費 20,000 0 △ 20,000 作成を延期

④会報誌13号 送付費用 35,000 32,868 △ 2,132

⑤世田谷祭 資材運搬費 2,000 0 △ 2,000

⑥横浜祭 資材運搬費 2,000 4,868 2,868

⑦事務局 新規入会者等郵送代 9,000 6,745 △ 2,255

⑧技術士試験支援 資料等印刷費 10,000 1,050 △ 8,950

行事会費 136,000 128,203 △ 7,797

①第15回理事会・第13期総会 懇親会費用 95,000

講演会講師謝礼 10,000

会場設営・設備補助 10,000

②世田谷祭 ポスター準備・会場設営他 8,000

世田谷祭実行委員会対応 5,000

③横浜祭 ポスター準備・会場設営他 3,000

横浜祭実行委員会対応 5,000

会報誌、広報 301,000 297,108 △ 3,892

①会報誌13号 テープ起こし費用 69,000

会報誌印刷代（500部） 190,000 印刷550部・一部カラー

②HP維持費 HP用サーバーの賃借料（2015/2） 27,000 26,676 △ 324

③都市大新聞 広告等掲載料（技術士試験関連） 15,000 0 △ 15,000 都市大新聞休刊

委員会費 77,000 52,248 △ 24,752

①交通費補助 技術士関連広報活動 30,000 22,000 △ 8,000

②委員会会議 会場費 25,000 14,500 △ 10,500 武蔵工業会館室料無料化

③寄付講座 講師交通費 22,000 15,748 △ 6,252

渉外費他 126,000 227,472 101,472

①他大学技術士会等 総会・懇親会・シンポ参加費 20,000 7,916 △ 12,084

②新東名見学会後援 講師（6名）への手土産 10,000 6,480 △ 3,520

③見学会（8月） 見学先への手土産 3,000 0 △ 3,000

④見学会（2月） 見学先への手土産 3,000 0 △ 3,000

⑤大学顧問との懇談会 弁当・お茶・菓子代 70,000 0 △ 70,000 H29年4月に実施

⑥事務局 協賛先等へのお礼 20,000 15,076 △ 4,924

⑦技術士第一次試験助成金 申請者への助成金支給（11,000円） 0 198,000 198,000 申請18名分（予算未計上）

当期支出合計 800,000 800000 819,831 19,831

11,080 △ 1,920

3,391 △ 4,609

270,432 11,432

第13期　当期支出内訳

6,048 △ 3,952

113,732 △ 1,268

第13期予算 第13期支出
備　考
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第 3 号議案 会員の承認 

本学の卒業生である S44 年機械卒 山田眞久氏（神奈川大学・工学博士：柏三

水会会長）と S46 年電気卒 高橋要泰氏（弁理士：柏三水会 前副会長）の本会

加入について、理事会の承認事項となっております。 

 

注）本会会則、第２章 会 員 第３条第 2項 

2．本学を卒業した者で 本会の目的に賛同し、本会に入会を申し出た者を理事会

の承認のもと、会員として登録できる。 

 
 

会員申込者氏名 山田眞久 高橋要泰 

学部、学科、卒年 
工学部 機械工学科 

昭和 44 年卒 

工学部 電気工学科 

昭和 46 年卒 

資格 工学博士 弁理士 
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　着色・太枠　候補

※昨年から顧問の、野中教授および室田教授が、主任教授に着任された。

名　称 現　　　　　　　　　職 氏　　名 名　称 現　 　職（推進担当） 氏　　　名

最高顧問 学長 三木　千壽

最高顧問 （学）五島育英会　理事長 安達　　功 顧問 都市工学科　名誉教授 増田　陳紀

顧問 副学長 湯本　雅恵 顧問 国際センター長 本間　宏二

顧問 副学長・総合研究所所長 丸泉　琢也

顧問 副学長 兼環境学部長 吉崎　真司

顧問 大学院工学研究科長 皆川　　勝 顧問 工学研究科教務委員長 向井　信彦

顧問 大学院環境情報学研究科長 伊坪　徳宏

顧問 工学部長 大上　　浩

メディア情報学部長　件環境学部長 - 顧問 環境創生学科主任教授 室田　昌子

顧問 知識工学部長 田口　亮

顧問 都市生活学部長 川口　和英

顧問 人間科学部長 井戸 ゆかり

顧問 共通教育部長 新保　良明

顧問 機械工学科　主任教授 眞保　良吉 顧問 機械工学科教授 白木　尚人

顧問 機械システム工学科　主任教授 野中 謙一郎 空席

顧問 原子力安全工学科　主任教授 河原林　順 顧問 原子力安全工学科准教授 松浦　治明

顧問 医用工学科　主任教授 森　　　晃 顧問 医用工学科教授 和多田 雅哉

顧問 電気電子工学科　主任教授 野平 博司 顧問 電気電子工学科准教授 岩尾　　徹

顧問 エネルギー化学科　主任教授 高橋　政志 顧問 エネルギー化学科教授 宗像　文男

顧問 建築学科　主任教授 勝又　英明 顧問 建築学科教授 天野　克也

顧問 建築学科教授 近藤　靖史

顧問 都市工学科　主任教授 丸山　　收 顧問 都市工学科教授 吉田　郁政

顧問 情報科学科　主任教授 横山　孝典 顧問 情報科学科講師 星　　義克

顧問 情報通信工学科　主任教授 柴田　随道 顧問 情報通信工学科教授 岡野　好伸

顧問 経営システム工学科　主任教授 森　　博彦 顧問 経営システム工学科教授 松崎　吉衛

顧問 自然科学科　主任教授 飯島　正徳 顧問 自然科学科教授 吉田　真史

合計 40人

第14期（2017年度）　東京都市大学 柏門技術士会 顧問 名簿　(2017年5月20日)

第4号議案：顧問候補者の選出

会則第16条第3項　･･･顧問、相談役は理事会の議を経て、会長がこれを委嘱し、事務局は委嘱状を発行する。
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第5号議案 第14期 活動計画 

Ⅰ.組織活性化に向けての活動 

本学卒の技術士第二次試験合格者は、日本技術士会試験センターからの提供データにより例年

40名前後と判明しているが、新規入会者は毎年1、2名にとどまっている。 

一方、最近になって昭和30年代の先輩から退会のお申し出が増えてきた。70歳半ばを過ぎれば

やむを得ないことと拝察している。また、平成28年度の会費支払い会員の方は、73名で前年比30

名減となった。 

このような状況から①新規会員入会者確保の

施策と併行して、②本会組織の維持策、③財源

の確保あるいは④活動の見直しによる支出の縮

減など様々な施策を講じる必要がでてきた。 

本件については昨年度総務委員会から示唆さ

れていたが、本会として具体的な施策検討には

至らなかった。ついては、今年度こそ実行委員

会を設置し、諸課題に対する有効な施策を検討

しつつ、順次実行に移していくこととする。 

 

Ⅱ.委員会の活動計画 

別紙に示す委員会活動計画を参照願う。 

 

Ⅲ.柏門技術士会創立１５周年記念行事の検討 

本会は、熱意あふれる諸先輩の尽力により2003年（H15年）9月20日に発足した。来年創立15

年を迎えることから、2018 年（H30 年）の相応しい時期に「東京都市大学 柏門技術士会 創立 15

周年記念行事」を開催することとする。開催に向けては、運営委員会を中心に各委員会の協力を得

て、企画・実行する。 

 

Ⅳ.対外活動計画 

1. 大学技術士会連絡協議会活動への参加 

参加校25校と適宜交流し、技術士第二次試験、第一次試験指導の在り方の情報交換、2018年度

からの試験制度の変更情報などを入手して本会の活動に資することとする。 

また、第二次試験合格者へ大学技術士会連絡協議会の存在を知らしめる活動を進めて、本学卒業生

の新規入会を促進する。 

 

2．日本技術士会・校友会・柏三水会・学科同窓会へ本会活動のPR・交流 

ここ数年間、都市工学科3年生を対象に公益社団法人 日本技術士会 大学広報WGの協力を得て、

“技術士制度と技術士”をテーマとした講演会を行ってきた。今後も日本技術士会の各委員会との

協力関係を継続・強化していくこととする。 

平成 28 年度は技術士第一次試験助成制度のもと、校友会の理解を得て 18 名の学部生に受験料

相当を支援することができた。これからも校友会へ本会の活動PRは重要である。 

また、柏三水会、学科同窓会へも本会活動をPRしていくこととする。 
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技術士試験支援実行委員会 活動計画 
委員会の分掌事項 本校在学生等への技術士試験支援受験奨励活動 

委  員 
委員長： 安部 毅 
副委員長：近藤 晴雄 
委 員：小林 洋一、進藤 敏則 

第 14 期の活動計画 

活動項目 活動の目的・実施内容等 実施予定 
（年月等） 

１． 横浜キャンパス 特別講義 
（技術士補コース） 

・環境・メディア情報学部共通、前期全 14
回の講義を、今年度から開始する。 
・技術士制度、メリット、学び方等を伝え、

第一次試験合格レベル向上を目標とする。 

2017 年 
4 月～9 月 

２．受験ガイダンスの実施 

・昨年度の横浜キャンパスに続き、今年度

は横浜・世田谷キャンパスにて実施する。 
・横浜では建設部門の内容を加え、世田谷

では TOEIC 講座との合同を企画する。 
2017 年 5 月 

３．模擬試験の実施 

・昨年度の横浜キャンパスに続き、今年度

も実施し、在校生の受験者増を図る。 
・採点と激励コメントにより、モチベーシ

ョン向上を図り、合格率向上を目指す。 
2017 年 8 月 

４．大学事務局へのＰＲ 

・大学事務局へ柏門技術士会の技術士第一

次試験支援制度のご理解をいただくべく、

事務局長を交えて説明会を行う。 
・事務局の意見を今後の活動に反映する。 

（説明会） 
2017 年 4 月 

５．学内広報活動 
  （広報委員会と連携） 

・受験支援制度、受験ガイダンス、模擬試

験等について、学内掲示版等で広報する。 
・実施するキャンパスだけでなく、他のキ

ャンパスも含め、全学内へ広くＰＲする。 
適宜 

第 15 期以降の活動予定（中期的な活動方針） 
＊ＪＡＢＢＥ認定されている学生（現在、都市工学科）を含め、全キャンパスで在学中の第一次試

験の受験、及び資格取得拡大に向けた検討を行う。 
＊受験ガイダンス、模擬試験の実施、その他の取組の検討を行い、受験者増と合格率向上を図る。 
＊現在、合格者の受験料相当額支援対象者は学部生に限定しているが、院生へも拡充することを校

友会と協議しながら検討を行う（校友会との連携を密にする。）。 
＊技術士試験の出題傾向や問題の分析を行い、ガイダンス等に反映させるとともに、必要に応じ大

技連での情報交換、日本技術士会への情報提供等を行い、質の向上、制度の充実を図る。 
＊第一次試験の対策にとどまらず、第一次試験を通過した会員等への第二次試験取得のための支援

活動について検討を行う。 

※ 「活動の目的・実施内容等」「第 15 期以降の活動予定」欄は箇条書きでなく、文章で記載くだ

さい。また、欄内に収まる文字数でお願いします。 
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第6号議案　第14期　収支予算

１．収入の部 （単位：円）

科目 第13期 実績 第14期 予算 増減（14期-13期） 備　考

会費収入 365,000 375,000 10,000 年会費：75人×5千円

行事会費 148,000 88,000 △ 60,000 懇親会費：26人×3千円＋α

協賛広告費 100,000 100,000 0 2社×50千円

雑収入 232,000 365,000 133,000
校友会からの第一次試験助成金300千円
IPEJとの協定に基づく交通雑費収入他

当期収入合計 845,000 928,000 83,000

繰越金 1,101,259 1,133,510 32,251

収入総合計 1,946,259 2,061,510 115,251

２．支出の部

科目 第13期 実績 第14期 予算 増減（14期-13期） 備　考（増減理由）

事務用品費 22,917 24,000 1,083

印刷・通信費 91,883 60,000 △ 31,883 総会案内郵送数の削減

行事会費 128,203 93,000 △ 35,203 各費用の削減

会報誌、広報 297,108 281,000 △ 16,108 会報誌印刷代の削減

委員会費 52,248 55,000 2,752

渉外費他 227,472 415,000 187,528
技術士第一次試験助成金 300千円
大学との交流会、合格祝賀会合格者超過分

当期支出合計 819,831 928,000 108,169

繰越金 1,133,510 1,133,510 0

支出総合計 1,953,341 2,061,510 108,169

３．③残高（次期繰越金）

①収入の部－②支出の部 2,061,510 928,000 1,133,510 平成30年3月31日時点残高予想

東京都市大学　柏門技術士会
第14期　収支予算案

（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

①

②

③

②①
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2017/5/10

科目

内訳項目 　　内訳品名 予算内訳.

事務用品費 24,000

①会報誌・総会 封筒 6,000

　　　〃 発送用あて先ラベル、インク等 1,000

②事務局 封筒、事務用品他 1,000

③技術士試験支援 受験参考書 16,000

印刷・通信費 60,000

①第16回理事会・第14期総会 資料印刷費（50部） 5,000

②第17回理事会・第15期総会 案内往復葉書（280枚） 10,000

③柏門案内 パンフレット（500部）作成費 0

④会報誌13号 送付費用 33,000

⑤世田谷祭 資材運搬費 2,000

⑥横浜祭 資材運搬費 2,000

⑦事務局 新規入会者等郵送代 7,000

⑧技術士試験支援 資料等印刷費 1,000

行事会費 93,000

①第15回理事会・第13期総会 懇親会費用 67,000

　　　〃 講演会講師謝礼 0

　　　〃 会場設営・設備補助 10,000

②世田谷祭 ポスター準備・会場設営他 8,000

　　　〃 世田谷祭実行委員会対応 3,000

③横浜祭 ポスター準備・会場設営他 2,000

　　　〃 横浜祭実行委員会対応 3,000

会報誌、広報 281,000

①会報誌13号 テープ起こし費用 54,000

　　　〃 会報誌印刷代（一部ｶﾗｰ550部） 200,000

②HP維持費 HP用サーバーの賃借料（2015/2） 27,000

③都市大新聞 広告等掲載料（技術士試験関連） 0

委員会費 55,000

①交通費補助 技術士関連広報活動 25,000

②委員会会議 会場費 14,000

③寄付講座 講師交通費 16,000

渉外費他 415,000

①他大学技術士会等 総会・懇親会・シンポ参加費 0

②新東名見学会後援 講師（6名）への手土産 7,000

③見学会（6月） 見学先への手土産 0

④見学会（11月） 見学先への手土産 0

⑤大学顧問との懇談会 弁当・お茶・菓子代 48,000

⑥事務局 協賛先等へのお礼 25,000 TOEIC講師への謝金10千円を追加

⑦技術士第一次試験助成金 申請者への助成金支給（11,000円） 300,000 校友会の来期予算300千円

⑧技術士第一次試験合格祝賀会 祝賀会費用（合格者超過分） 35,000 第13期祝賀会の残金相当額

当期支出合計 928,000 928,000

第14期　当期支出予算内訳（案）

第14期 予算
備　考
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報告事項　1) 実行委員会の設置、委員長の任命

① 技術士試験支援実行委員会を設置：委員長　安部　毅（H02土木）

② 教育委員会委員長交代　退任：林　克彦（S54土木）→ 新任：松浦弦三郎（S51土木）　

１．全体組織

相 談 役

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長 　佐藤　貢一

事務局長 　関口 富男

理　　事

監　　事

委員会名 委員長 副委員長

皆川　　勝 浅野　研一 稲沢　達也 安藤 慎一郎 三浦　　聡

鈴木　　修 荒川　興一

鳥養　　茂 近藤　晴雄 宮嶋　恵二 嶋矢　　剛

服部　尚道

丸山　　信 宮嵜　義昭 松本　芳幸 油井　　理

林　　克彦 小谷　益男

田部井 哲夫 尾崎　正明 北村　　敏 藤本　　健

永井　佑樹

委員会名 委員長 副委員長

技術士試験支援
実行委員会

安部　　毅 近藤　晴雄 小林　洋一 進藤　敏則

広    報 佐藤　貢一 山浦　武彦

　別紙理事・監事名簿参照

　巽　　良雄、　　佐伯　　勲

２．委員会

総　　務

委　　　　員

小原　丈二

委　　　　員

教    育 松浦 弦三郎 皆川　　勝

企画渉外 下條　信幸

３．実行委員会

　設置目的：都市大における技術士制度への理解が深まるに従い、学生に向けた技術士制
度のガイダンスや特別講義などの実施について、柏門技術士会が大学から依頼を受ける機
会が増えています。大学からの要請に応え、技術士制度の普及を積極的に推進するため
に、教育委員会の傘下に実行委員会を設置致しました。

・細則第10条　･･･特定事項を推進する目的で、運営委員会の承認のもと、委員会の傘下に実行委
　員会を設立することができる。但し、時期、理事会にて報告するものとする。
・細則第12条　委員長は会長の任命により決定し、その結果を理事会に報告するものとする。

第14期（2017年度） 柏門技術士会体制表

　―

　小林　洋一

　安達　功　（(学)五島育英会 理事長）

　山田　秋夫、五艘　章

　別紙顧問名簿参照

2017年5月20日現在

　三木　千壽（東京都市大学 学長）
最高顧問
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第13期中に、次の3名の方から辞任の申し出がありました。永年に渡るご尽力ありがとうございました。

（敬称略）　府川好夫（Ｓ36土木）、　津川優司（Ｓ52土木）、　藤井研一（Ｓ57建築）

第14期は、下表の通り、理事48名、監事2名になります。

１．理事 2017年5月20日現在

山田　秋夫（建設） 小林　健郎（建設） 大槻　桂三（機械）
古田　雅久
　　（総合、電気電子）

35土 37土 38機 39電
小森園 和弘
        (電気電子）

熊井　敬明（機械）
五艘　章
      （総合、建設）

田矢　盛之（建設）

40電 41生 41土 41土
上高原　健
　　　（総合、建設）

松田　洋紀
　　  （総合､建設）

坂井　秀也（経営）
宮嵜　義昭
　　　（総合、建設）

41土 43土 44経 44土

河内　新作（機械） 佐藤　淳（建設） 爲光　美樹（建設） 中澤　眞（情報）

44機 45土 46土 47電
丸山　信
      （総合、建設）

吉田　克己(電気電子) 小林　洋一(電気電子) 鳥養　茂(電気電子)

48土 48電 48電 48電
松本　芳幸
　　  （総合、建設）

合田　和泰
　　　（総合、衛生）

後藤　裕明（建設） 松浦　弦三郎（建設）

50土 50機 50土 51土

油井　理（建設）
近藤　晴雄
　　(総合、電気電子）

関口　富男
　　　(電気電子）

浅野　研一（建設）

51土 51電 52電 52土

田部井　哲夫（建設） 鈴木　修（建設）
稲沢　達也
　　　(総合、建設）

皆川　勝（建設）

53土 53土 53土 54土

林　克彦（建設）
尾崎　正明
     （電気電子）

小原　丈二（建設） 小谷　益男（建設）

54土 54電 55土 56土
下條　信幸
       (電気電子）

安藤　慎一郎（建設）
三浦　聡
      （総合、建設）

佐藤　貢一
     （総合、建設）

56電気 57土 59土 60土

真下　哲也（経営） 山浦　武彦(建設）
荒川　興一
　　　（総合、建設）

北村　敏（電気電子）

62機 62土 Ｈ01土 Ｈ01電
安部　毅
      （総合、建設）

嶋矢　剛(公認会計士） 服部　尚道（建設） 藤本　健（建設）

HO2土 H03経 Ｈ04土 Ｈ10電

(計48名）

２．監事

巽　良雄（水道）
佐伯　勲
　　　（総合、建設）

38土 41土

（計2名）

監
事

報告事項　2) 理事の退任

理
事

・会則第12条第5項　理事より任期の途中にて退任の申し出があった際には、会長が正当な理由と判断した
　場合、退任を受理し、次期総会にて報告する。
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